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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年8月8日(2019.8.8)

【公表番号】特表2018-525883(P2018-525883A)
【公表日】平成30年9月6日(2018.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-034
【出願番号】特願2017-567637(P2017-567637)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ  19/85     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ  19/46     (2014.01)
   Ｈ０４Ｎ   9/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   19/85     　　　　
   Ｈ０４Ｎ   19/46     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    9/64     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月25日(2019.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標準ダイナミ
ック・レンジカラー・ピクチャを符号化する方法であって、
  前記方法は、高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから得られる第２の標準ダイナ
ミック・レンジカラー・ピクチャを符号化することを含み、
  前記方法は、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャのカラ
ー、及び前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャのカラーから、第１の区分的線形関数、３×３行列、第２の区分的線形関数により構
成されるカラー・リマッピング・モデルを規定することを含むことを特徴とする、前記方
法。
【請求項２】
  前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャは、前記高ダ
イナミック・レンジカラー・ピクチャのカラー・グレーディング・バージョンから得られ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
  前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから得られる第２のＳＤＲカラー・ピク
チャを符号化することは、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから輝度成分および２つのクロ
ミナンス成分を得ることと、
  最終輝度成分および２つの最終クロミナンス成分から得られる色の色域が前記高ダイナ
ミック・レンジカラー・ピクチャの色の色域にマッピングされるように、前記輝度成分お
よび前記クロミナンス成分を、前記最終輝度成分および前記２つの最終クロミナンス成分
にマッピングすることとを含み、前記最終輝度成分の値が前記輝度成分の値より常に小さ
い、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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  前記カラー・リマッピング・モデルを伝送することをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、前記マッピングによって生
成される、請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
  少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、それぞ
れ異なる色域を使用することによって、前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの
少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バージョンからそれぞれ得られ、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのそれ
ぞれの考慮する第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャについて、１つのカラ
ー・リマッピング・モデルが、前記考慮する第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピ
クチャへの前記マッピングによって生成される前記第２の標準ダイナミック・レンジカラ
ー・ピクチャからそれぞれ規定される、請求項３または４に記載の方法。
【請求項７】
  少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、それぞ
れ異なる色域を使用することによって、前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの
少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バージョンからそれぞれ得られ、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、前記異なる色域間の可逆色
域マッピングによって生成され、前記可逆色域マッピングが、前記マッピングの後、前記
符号化の前に実行され、前記異なる色域のうちの一方を他方にマッピングするものであり
、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのうち
の考慮する第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャについて、前記第２の標準
ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから前記他方の第１の標準ダイナミック・レンジ
カラー・ピクチャへの前記対応するカラー・リマッピング・モデルが規定され、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのうち
の他方の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャについて、前記可逆色域マッ
ピングの後に実行される逆マッピング動作によって生成される第３の標準ダイナミック・
レンジカラー・ピクチャから前記他方の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチ
ャへの前記対応するカラー・リマッピング・モデルが規定される、請求項３または４に記
載の方法。
【請求項８】
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング・モデルが、前記第２の標準ダイナミック
・レンジカラー・ピクチャを含むビットストリームを伝送するために使用されるチャネル
とは異なる専用伝送チャネルで伝送される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
  高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標準ダイナミ
ック・レンジカラー・ピクチャから得られ、少なくとも１つの符号化された第２の標準ダ
イナミック・レンジカラー・ピクチャを含むビットストリームにおいて、前記少なくとも
１つの符号化された第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する、第１
の区分的線形関数、３×３行列、第２の区分的線形関数により構成されるカラー・リマッ
ピング・モデルも含むことを特徴とする、前記ビットストリーム。
【請求項１０】
  受信したビットストリームの第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから高
ダイナミック・レンジカラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標準ダイナミック
・レンジカラー・ピクチャを復号する方法であって、
  前記方法は、前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャを復号することを
含み、
  前記方法は、前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する、第１
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の区分的線形関数、３×３行列、第２の区分的線形関数により構成されるカラー・リマッ
ピング・モデルを得ることと、
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング・モデルを前記第２の標準ダイナミック・
レンジカラー・ピクチャに適用することとをさらに含むことを特徴とする、方法。
【請求項１１】
  前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャは、符号化時
に前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのカラー・グレーディング・バージョン
から得られる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャを復号することは、
  前記ビットストリームから得られる輝度成分および２つのクロミナンス成分から得られ
る色に逆マッピングを適用することによって、最終輝度成分および２つの最終クロミナン
ス成分を得ることと、
  前記最終輝度成分および前記２つの最終クロミナンス成分から前記第２の標準ダイナミ
ック・レンジカラー・ピクチャの少なくとも１つの色成分を得ることとをさらに含み、前
記最終輝度成分の値が前記輝度成分の値より常に大きい、請求項１０または１１に記載の
方法。
【請求項１３】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する少なくとも２つの異
なるカラー・リマッピング・モデルを得、次いで前記第２の標準ダイナミック・レンジカ
ラー・ピクチャに適用して、符号化時にそれぞれ異なる色域を使用することによって前記
高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの少なくとも２つの異なるカラー・グレーディ
ング・バージョンから得られる少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ
カラー・ピクチャの少なくとも２つの異なる近似を生成する、請求項１０または１１に記
載の方法。
【請求項１４】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する少なくとも２つの異
なるカラー・リマッピング・モデルを得、
  前記少なくとも２つのカラー・リマッピング・モデルのうちの第１のカラー・リマッピ
ング・モデルを前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに適用して、１つ
の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの近似を生成し、
  前記少なくとも２つのカラー・リマッピング・モデルのうちの第２のカラー・リマッピ
ング・モデルを前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・リマッピングの可逆色域マ
ッピングの逆動作によって生成される第３の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャ
に適用して、別の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの近似を生成し、前
記第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、符号化時に、それぞれ異なる色
域を使用することによって前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの少なくとも２
つの異なるカラー・グレーディング・バージョンから得られ、前記可逆色域マッピングが
、前記異なる色域のうちの一方を他方にマッピングするものである、請求項１０または１
１に記載の方法。
【請求項１５】
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング・モデルが、前記第２の標準ダイナミック
・レンジカラー・ピクチャを含む前記ビットストリームを伝送するために使用されるチャ
ネルとは異なる専用伝送チャネルから得られる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
  高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標
準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャを符号化するデバイスであって、
  前記デバイスは、前記ＨＤＲカラー・ピクチャから得られる第２の標準ダイナミック・
レンジカラー・ピクチャを符号化するように構成されたプロセッサを含み、
  前記プロセッサが、
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  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャのカラー、及び前記
少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャのカラー
から、第１の区分的線形関数、３×３行列、第２の区分的線形関数により構成されるカラ
ー・リマッピング・モデルを規定するようにさらに構成されたことを特徴とする、デバイ
ス。
【請求項１７】
  受信したビットストリームの第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから高
ダイナミック・レンジカラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標準ダイナミック
・レンジカラー・ピクチャを復号するデバイスであって、
  前記デバイスは、前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャを復号するよ
うに構成されたプロセッサを含み、
  前記プロセッサが、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する、第１の区分的線形
関数、３×３行列、第２の区分的線形関数により構成されるカラー・リマッピング・モデ
ルを得、
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング・モデルを前記第２の標準ダイナミック・
レンジカラー・ピクチャに適用するようにさらに構成されたことを特徴とする、デバイス
。
【請求項１８】
  コンピュータ上で実行されたときに請求項１に記載の符号化方法のステップを実行する
プログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項１９】
  コンピュータ上で実行されたときに請求項１０に記載の復号方法のステップを実行する
プログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム製品。
【請求項２０】
　少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャは、前記高ダイナ
ミック・レンジカラー・ピクチャのカラー・グレーディング・バージョンから得られる、
請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２１】
  前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから得られる第２のＳＤＲカラー・ピク
チャを符号化することは、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから輝度成分および２つのクロ
ミナンス成分を得ることと、
  最終輝度成分および２つの最終クロミナンス成分から得られる色の色域が前記高ダイナ
ミック・レンジカラー・ピクチャの色の色域にマッピングされるように、前記輝度成分お
よび前記クロミナンス成分を、前記最終輝度成分および前記２つの最終クロミナンス成分
にマッピングすることとを含み、前記最終輝度成分の値が前記輝度成分の値より常に小さ
い、請求項１６または２０に記載のデバイス。
【請求項２２】
  前記カラー・リマッピング・モデルを伝送することをさらに含む、請求項１６に記載の
デバイス。
【請求項２３】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、前記マッピングによって生
成される、請求項１６または２０に記載のデバイス。
【請求項２４】
  少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、それぞ
れ異なる色域を使用することによって、前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの
少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バージョンからそれぞれ得られ、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのそれ
ぞれの考慮する第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャについて、１つのカラ



(5) JP 2018-525883 A5 2019.8.8

ー・リマッピング・モデルが、前記考慮する第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピ
クチャへの前記マッピングによって生成される前記第２の標準ダイナミック・レンジカラ
ー・ピクチャからそれぞれ規定される、請求項１６または２０に記載のデバイス。
【請求項２５】
  少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、それぞ
れ異なる色域を使用することによって、前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの
少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バージョンからそれぞれ得られ、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、前記異なる色域間の可逆色
域マッピングによって生成され、前記可逆色域マッピングが、前記マッピングの後、前記
符号化の前に実行され、前記異なる色域のうちの一方を他方にマッピングするものであり
、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのうち
の考慮する第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャについて、前記第２の標準
ダイナミック・レンジカラー・ピクチャから前記他方の第１の標準ダイナミック・レンジ
カラー・ピクチャへの前記対応するカラー・リマッピング・モデルが規定され、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのうち
の他方の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャについて、前記可逆色域マッ
ピングの後に実行される逆マッピング動作によって生成される第３の標準ダイナミック・
レンジカラー・ピクチャから前記他方の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチ
ャへの前記対応するカラー・リマッピング・モデルが規定される、請求項１６または２０
に記載のデバイス。
【請求項２６】
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング・モデルが、前記第２の標準ダイナミック
・レンジカラー・ピクチャを含むビットストリームを伝送するために使用されるチャネル
とは異なる専用伝送チャネルで伝送される、請求項１６に記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャは、符号化時
に前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャのカラー・グレーディング・バージョン
から得られる、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２８】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャを復号することは、
  前記ビットストリームから得られる輝度成分および２つのクロミナンス成分から得られ
る色に逆マッピングを適用することによって、最終輝度成分および２つの最終クロミナン
ス成分を得ることと、
  前記最終輝度成分および前記２つの最終クロミナンス成分から前記第２の標準ダイナミ
ック・レンジカラー・ピクチャの少なくとも１つの色成分を得ることとをさらに含み、前
記最終輝度成分の値が前記輝度成分の値より常に大きい、請求項１７または２７に記載の
デバイス。
【請求項２９】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する少なくとも２つの異
なるカラー・リマッピング・モデルを得、次いで前記第２の標準ダイナミック・レンジカ
ラー・ピクチャに適用して、符号化時にそれぞれ異なる色域を使用することによって前記
高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの少なくとも２つの異なるカラー・グレーディ
ング・バージョンから得られる少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ
カラー・ピクチャの少なくとも２つの異なる近似を生成する、請求項１７または２７に記
載のデバイス。
【請求項３０】
  前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに関連する少なくとも２つの異
なるカラー・リマッピング・モデルを得、
  前記少なくとも２つのカラー・リマッピング・モデルのうちの第１のカラー・リマッピ
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ング・モデルを前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャに適用して、１つ
の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの近似を生成し、
  前記少なくとも２つのカラー・リマッピング・モデルのうちの第２のカラー・リマッピ
ング・モデルを前記第２の標準ダイナミック・レンジカラー・リマッピングの可逆色域マ
ッピングの逆動作によって生成される第３の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャ
に適用して、別の第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの近似を生成し、前
記第１の標準ダイナミック・レンジカラー・ピクチャが、符号化時に、それぞれ異なる色
域を使用することによって前記高ダイナミック・レンジカラー・ピクチャの少なくとも２
つの異なるカラー・グレーディング・バージョンから得られ、前記可逆色域マッピングが
、前記異なる色域のうちの一方を他方にマッピングするものである、請求項１７または２
７に記載のデバイス。
【請求項３１】
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング・モデルが、前記第２の標準ダイナミック
・レンジカラー・ピクチャを含む前記ビットストリームを伝送するために使用されるチャ
ネルとは異なる専用伝送チャネルから得られる、請求項１７に記載のデバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７２】
　いくつかの実施態様について説明した。しかしながら、様々な修正を施すことが可能で
あることは理解されるであろう。例えば、様々な実施態様の要素を組み合わせたり、補足
したり、修正したり、または除去したりして、他の実施態様を生み出すこともできる。さ
らに、当業者なら、開示した構造およびプロセスの代わりに他の構造およびプロセスを使
用することができ、その結果得られる実施態様も、開示した実施態様と少なくとも実質的
には同じである１つまたは複数の機能を、少なくとも実質的には同じである１つまたは複
数の方法で実行して、少なくとも実質的には同じである１つまたは複数の結果を実現する
ことになることを理解するであろう。従って、上記の実施態様およびその他の実施態様は
、本願によって企図されている。
［付記１］
  高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標
準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを符号化する方法であって、
  前記方法は、高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャから得られる第２の
標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを符号化すること（１０１）を含
み、
  前記方法は、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから前
記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャへの少
なくとも１つのカラー・リマッピング情報を規定すること（１０２）をさらに含み、前記
少なくとも１つのカラー・リマッピング情報は、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（
ＳＤＲ）カラー・ピクチャから前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（
ＳＤＲ）カラー・ピクチャの近似を得るために使用されることを特徴とする、前記方法。
［付記２］
  前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャは
、前記高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャのカラー・グレーディング・
バージョンから得られる、付記１に記載の方法。
［付記３］
  前記高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャから得られる第２のＳＤＲカ
ラー・ピクチャを符号化すること（１０１）は、
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  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから輝度成分（Ｌ）
および２つのクロミナンス成分（Ｃ１、Ｃ２）を得ること（１１）と、
  最終輝度成分（Ｌ”）および２つの最終クロミナンス成分（Ｃ”１、Ｃ”２）から得ら
れる色の色域が前記高ダイナミック・レンジ・カラー・ピクチャの色の色域にマッピング
されるように、前記輝度成分（Ｌ）および前記クロミナンス成分（Ｃ１、Ｃ２）を、前記
最終輝度成分（Ｌ”）および前記２つの最終クロミナンス成分（Ｃ”１、Ｃ”２）にマッ
ピングすること（１２）とを含み、前記最終輝度成分（Ｌ”）の値が前記輝度成分（Ｌ）
の値より常に小さい、付記１または２に記載の方法。
［付記４］
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング情報を伝送すること（１０２０）をさらに
含む、付記１から３の何れか１に記載の方法。
［付記５］
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャが、前記マッピング
（１２）によって生成される、付記３または４に記載の方法。
［付記６］
  少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャ
が、それぞれ異なる色域を使用することによって、前記高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ
）カラー・ピクチャの少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バージョンから
それぞれ得られ、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャのそれぞれの考慮する第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャ
について、１つのカラー・リマッピング情報が、前記考慮する第１の標準ダイナミック・
レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャへの前記マッピングによって生成される前記第２の標
準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャからそれぞれ規定され（１１１、１
１２）、付記３または４に記載の方法。
［付記７］　
  少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャ
が、それぞれ異なる色域を使用することによって、前記高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ
）カラー・ピクチャの少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バージョンから
それぞれ得られ、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャが、前記異なる色域
間の可逆色域マッピングによって生成され、前記可逆色域マッピング（１２００）が、前
記マッピング（１２）の後、前記符号化（１３）の前に実行され、前記異なる色域のうち
の一方を他方にマッピングするものであり、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャのうちの考慮する第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャにつ
いて、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから前記他方の
第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャへの前記対応するカラー・
リマッピング情報が規定され（１１２０）、
  前記少なくとも２つの異なる第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャのうちの他方の第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャについ
て、前記可逆色域マッピングの後に実行される逆マッピング動作Ｉ＿ＢＴ＿ＧＭ（１０３
）によって生成される第３の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから
前記他方の第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャへの前記対応す
るカラー・リマッピング情報が規定される（１１１０）、付記３または４に記載の方法。
［付記８］
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング情報が、前記第２の標準ダイナミック・レ
ンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを含むビットストリームを伝送するために使用されるチ
ャネルとは異なる専用伝送チャネルで伝送される、付記１から７の何れか１に記載の方法
。
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［付記９］
  高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標
準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから得られ、少なくとも１つの符号
化された第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを含むビットスト
リーム（ＢＲ）において、前記少なくとも１つの符号化された第２の標準ダイナミック・
レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに関連する少なくとも１つのカラー・リマッピング情
報も含み、前記少なくとも１つのカラー・リマッピング情報は、前記少なくとも１つの符
号化された第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから前記少なく
とも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャの近似を得るた
めに使用されることを特徴とする、前記ビットストリーム。
［付記１０］
  受信したビットストリームの第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャから高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第
１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを復号する方法であって、
  前記方法は、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを復号
すること（２０１）を含み、
  前記方法は、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに関連
する少なくとも１つのカラー・リマッピング情報を得ること（２０２）と、
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング情報を前記第２の標準ダイナミック・レン
ジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに適用して（２０３）、前記少なくとも１つの第１の標準
ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャの近似を生成することとをさらに含む
ことを特徴とする、方法。
［付記１１］
  前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャは
、符号化時に前記高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャのカラー・グレー
ディング・バージョンから得られる、付記１０に記載の方法。
［付記１２］
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを復号すること（２
０１）は、
  前記ビットストリームから得られる輝度成分（Ｌ”）および２つのクロミナンス成分（
Ｃ”１、Ｃ”２）から得られる色に逆マッピングを適用することによって、最終輝度成分
（Ｌ）および２つの最終クロミナンス成分（Ｃ１、Ｃ２）を得ること（２２）と、
  前記最終輝度成分（Ｌ）および前記２つの最終クロミナンス成分（Ｃ１、Ｃ２）から前
記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャの少なくとも１つの色成
分（Ｅｃ）を得ること（２３）とをさらに含み、前記最終輝度成分（Ｌ）の値が前記輝度
成分（Ｌ”）の値より常に大きい、付記１０または１１に記載の方法。
［付記１３］
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに関連する少なくと
も２つの異なるカラー・リマッピング情報を得、次いで前記第２の標準ダイナミック・レ
ンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに適用して、符号化時にそれぞれ異なる色域を使用する
ことによって前記高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャの少なくとも２つ
の異なるカラー・グレーディング・バージョンから得られる少なくとも２つの異なる第１
の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャの少なくとも２つの異なる近似
を生成する、付記１０または１１に記載の方法。
［付記１４］
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに関連する少なくと
も２つの異なるカラー・リマッピング情報を得、
  前記少なくとも２つのカラー・リマッピング情報のうちの第１のカラー・リマッピング
情報を前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに適用して、１
つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャの近似を生成し、
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  前記少なくとも２つのカラー・リマッピング情報のうちの第２のカラー・リマッピング
情報を前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・リマッピングの可逆色域
マッピングの逆動作によって生成される第３の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラ
ー・ピクチャに適用して、別の第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャの近似を生成し、前記第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャ
が、符号化時に、それぞれ異なる色域を使用することによって前記高ダイナミック・レン
ジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャの少なくとも２つの異なるカラー・グレーディング・バー
ジョンから得られ、前記可逆色域マッピングが、前記異なる色域のうちの一方を他方にマ
ッピングするものである、付記１０または１１に記載の方法。
［付記１５］
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング情報が、前記第２の標準ダイナミック・レ
ンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを含む前記ビットストリームを伝送するために使用され
るチャネルとは異なる専用伝送チャネルから得られる、付記１０から１４の何れか１に記
載の方法。
［付記１６］
  高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第１の標
準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを符号化するデバイスであって、
  前記デバイスは、前記ＨＤＲカラー・ピクチャから得られる第２の標準ダイナミック・
レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを符号化するように構成されたプロセッサを含み、
  前記プロセッサが、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャから前記少なくとも
１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャへの少なくとも１つ
のカラー・リマッピング情報を規定するようにさらに構成され、前記少なくとも１つのカ
ラー・リマッピング情報を使用して、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カ
ラー・ピクチャから前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カ
ラー・ピクチャの近似を得ることを特徴とする、デバイス。
［付記１７］
  受信したビットストリームの第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピク
チャから高ダイナミック・レンジ（ＨＤＲ）カラー・ピクチャおよび少なくとも１つの第
１の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを復号するデバイスであって
、
  前記デバイスは、前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャを
復号するように構成されたプロセッサを含み、
  前記プロセッサが、
  前記第２の標準ダイナミック・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに関連する少なくと
も１つのカラー・リマッピング情報を得、
  前記少なくとも１つのカラー・リマッピング情報を前記第２の標準ダイナミック・レン
ジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャに適用して、前記少なくとも１つの第１の標準ダイナミッ
ク・レンジ（ＳＤＲ）カラー・ピクチャの近似を生成するようにさらに構成されることを
特徴とする、デバイス。
［付記１８］
  コンピュータ上で実行されたときに付記１に記載の符号化方法のステップを実行するプ
ログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム製品。
［付記１９］
  コンピュータ上で実行されたときに付記１０に記載の復号方法のステップを実行するプ
ログラム・コード命令を含む、コンピュータ・プログラム製品。
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